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佛ホ
ト
ケを
ら　

思
ひ
み
が
た
く
な
り
し
よ
に
、

父
母
を
思
ひ　

お
も
ひ
さ
び
し
き

（「
水
の
上
」）

釈　

迢
空

「
善
光
寺
」

　

今
年
の
節
分
は
地
球
の
公
転
周
期
の
ず

れ
に
よ
っ
て
、
1
2
4
年
ぶ
り
に
２
月
２

日
に
な
っ
た
。
歌
舞
伎
の
名
台
詞
「
こ
い

つ
ぁ
春
か
ら
縁
起
が
い
い
わ
え
」
で
は
な

い
が
、
節
分
と
な
れ
ば
縁
起
を
担
ぎ
た
く

な
る
▼
歳
徳
神
が
い
る
南
南
東
を
向
い
て

黙
々
と
太
巻
き
を
頰
張
っ
た
と
い
う
人
も

多
い
だ
ろ
う
。「
恵
方
巻
き
は
縁
や
福
を

切
ら
ぬ
よ
う
一
本
丸
ご
と
」「
し
ゃ
べ
っ

て
も
運
が
逃
げ
る
の
で
黙
っ
て
食
べ
る
」

と
作
法
も
細
か
い
。
戦
後
発
展
し
た
縁
起

物
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
1
2
4
年
前
の
明

治
の
人
が
見
た
ら
奇
異
な
目
を
向
け
る
か

も
し
れ
な
い
▼
黙
っ
て
食
べ
る
の
は
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
悩
が
続
く
飲
食
店
で
も
。
食
事

中
の
飛ひ

沫ま
つ

感
染
を
防
ご
う
と
「
黙
食
」
な

る
言
葉
が
生
ま
れ
て
い
る
。
福
岡
県
内
の

飲
食
店
に
端
を
発
し
た
こ
の
言
葉
。
黙
っ

て
食
事
と
向
き
合
う
の
は
、
決
し
て
悪
い

こ
と
で
は
な
い
▼
神
職
資
格
の
取
得
を
目

指
す
学
生
た
ち
は
実
習
期
間
中
の
食
事
で

は
常
に
「
黙
食
」
だ
。
全
員
で
食
前
感
謝

の
和
歌
を
唱
和
し
、
姿
勢
を
正
し
て
食
事

に
向
き
合
う
。
志
を
立
て
心
身
を
鍛
え
る

時
間
を
支
え
る
食
事
。
静
か
に
向
き
合
え

ば
、
自
然
と
は
し
の
上
げ
下
ろ
し
に
も
注

意
が
向
く
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、

食
事
に
関
わ
る
人
々
に
思
い
を
致
す
時
間

に
も
な
る
▼
私
た
ち
も
黙
食
を
す
る
な
ら

ば
、
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ホ
に
向
く
視
線
を
目

の
前
に
あ
る
食
事
の
来
し
方
に
向
け
て
み

た
い
。
神
社
実
習
で
は
食
後
の
感
謝
に

「
朝
宵
に
／
物
食
ふ
ご
と
に
／
豊
受
の
／

神
の
恵
み
を
／
思
へ
世
の
人
」
と
唱
和
す

る
▼
健
康
的
な
生
活
の
基
盤
を
な
し
て
い

る
も
の
は
何
か
。
感
謝
な
く
口
に
し
て
よ

い
食
事
は
一
食
た
り
と
も
な
い
は
ず
だ
。

　

収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

19
）
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
活
性
化
す
る
冬

を
迎
え
て
感
染
が
さ
ら
に
広
が
り
全
世

界
の
感
染
者
は
1
億
人
を
突
破
し
た
。

1
月
に
は
、
首
都
圏
な
ど
に
再
び
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
正
体

が
見
え
づ
ら
い
点
が
不
安
増
幅
の
要
因

に
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
学
院
大

学
に
学
ぶ
「
文
系
学
生
」
が
学
校
法
人

北
里
研
究
所
（
小
林
弘
祐
理
事
長
、
東

京
都
港
区
白
金
）
を
訪
れ
、
新
型
コ
ロ

ナ
研
究
の
最
前
線
を
探
っ
た
。

　

同
研
究
所
を
訪
れ
た
の
は
本
学
文
学

部
で
万
葉
集
を
研
究
す
る
阿
部
咲
月
さ

ん
（
日
文
３
）。
令
和
２
年
３
月
に
い

ち
早
く
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策
北
里

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
同
研

究
所
で
は
、
花
木
秀
明
・
大
村
智
記
念

研
究
所
教
授
・
感
染
制
御
研
究
セ
ン
タ

ー
長
を
中
心
に
ウ
イ
ル
ス
解
明
・
治
療

薬
開
発
に
心
血
を
注
い
で
い
る
。

　

花
木
氏
に
よ
る
と
、「
全
学
規
模
の

研
究
で
急
激
な
重
症
化
や
治
療
に
時
間

を
要
す
る
し
つ
こ
さ
、
長
引
く
後
遺
症

な
ど
の
特
徴
が
見
え
て
き
た
」
と
い

う
。
一
方
で
「
ま
ず
、
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
。
マ
ス
ク
も
せ
ず
に
大

声
で
話
す
の
は
飛ひ
沫まつ
を
飛
び
散
ら
せ
、

ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
発
生
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
マ
ス
ク
着
用
や

こ
ま
め
な
手
洗
い
で
予
防
で
き
る
こ
と

は
確
実
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
「
重
症
化

を
防
ぐ
の
に
駆
虫
薬
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

が
有
効
な
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。
後

遺
症
対
策
へ
の
漢
方
の
応
用
や
、
変
異

す
る
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
新
薬
開

発
に
も
取
り
組
む
」
と
し
、「
コ
ロ
ナ

後
」
も
視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

花
木
氏
の
説
明
を
受
け
た
後
、
最
前

線
で
あ
る
研
究
施
設
を
見
学
し
た
阿
部

さ
ん
は
「
科
学
に
疎
い
私
で
も
、
日
頃

の
注
意
で
感
染
が
防
げ
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
。『
若
者
が
感
染
源
』
と
言
わ

れ
な
い
よ
う
、
友
人
と
情
報
を
共
有
し

た
い
」
と
話
し
た
。

４・５面に関連記事

　

国
学
院
大
学
の
Ａ
日
程
入
学
試
験

が
２
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
実
施
さ

れ
、
昨
年
度
よ
り
約
2
8
0
0
人
少

な
い
約
１
万
１
千
人
が
受
験
し
た
。

入
学
試
験
は
本
学
会
場
（
渋
谷
・
た

ま
プ
ラ
ー
ザ
）
の
ほ
か
札
幌
、
仙

台
、
新
潟
、
長
野
、
静
岡
、
名
古

屋
、
大
阪
、
福
岡
に
も
会
場
を
設
け

実
施
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
東
京
都
、
神

奈
川
県
を
は
じ
め
11
都
府
県
に
緊
急

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
中
で
実
施
さ

れ
た
今
回
の
入
学
試
験
で
は
、
試
験

室
の
収
容
定
員
を
例
年
よ
り
少
な
く

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
の
手
指

消
毒
や
マ
ス
ク
の
着
用
を
呼
び
か
け

る
な
ど
し
た
。
試
験
場
確
保
の
一
環

と
し
て
２
日
に
は
、
青
山
学
院
大
学

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
試
験
場
が
設

け
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
試
験
会
場

へ
の
入
場
者
数
や
集
団
の
形
成
を
抑

制
す
る
観
点
か
ら
、
例
年
設
置
さ
れ

る
保
護
者
控
室
の
開
放
が
見
送
ら

れ
、
受
験
生
に
文
具
や
昼
食
を
販
売

す
る
売
店
も
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
試
験
場
入
り

口
で
は
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー

ル
ド
を
着
け
た
教
職
員
が
立
ち
、
受

験
生
一
人
一
人
が
提
示
し
た
受
験
票

を
確
認
し
た
。
３
日
間
の
試
験
は
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
終
了
し
、
13
日

に
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
の
一
般
選
抜
入
学
試
験
は
、

３
月
２
日
に
Ｂ
日
程
入
試
が
行
わ
れ

る
。

写真：共同通信提供
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経済学会懸賞論文
最優秀賞に市原さん（経４）
　国学院大学経済学会が主催する「経済学会
懸賞論文」の今年度の受賞者が決定した。こ
の懸賞論文は、経済・経営・会計など（経済
ネット各コースも含む）に関するテーマの
下、経済学部生が対象。今年度は20件の応
募があり、経済学部教員による厳正な審査の
もと、最優秀賞１本、優秀賞２本、佳作３本
が選ばれた。今年度は表彰式を実施しない。
受賞者は次の通り（敬称略）。
最優秀賞＝市原愛菜（経４）「デジタル覇権
をめぐる米中対立」
優秀賞＝廣瀬楓（経ネ４）「渋谷のエリアマ
ネジメントの視点からみる渋谷ハロウィンの
未来」▷山崎翔太（経４）「新興ドナーの政
府開発援助」
佳作＝金子周平（経ネ４）「企業城下町豊田
におけるＥＶシフトに伴う下請け企業の雇用
の変化と対応」▷小山貴之（経ネ４）「ＩＦ
ＲＳ任意適用へ移行した企業の事例研究」▷
谷本侑哉（経４）「無形資産会計基準の提案」

明治神宮・
代々木公園一帯

青山学院・実践女子大学一帯

聖心女子大学
一帯

新宿駅

代々木駅

渋谷駅

原宿駅

恵比寿駅

渋谷ヒカリエ

青山学院大学日本基督教団東京山手教会

豊栄稲荷神社
金王八幡宮

国立代々木競技場

新国立劇場

東京体育館

ドコモ代々木ビル

高島屋 新宿店

LINE CUBE SHIBUYA（渋谷公会堂）
渋谷区役所

MIYASHITA
PARK

あいおいニッセイ
同和損害保険

恵比寿
ガーデンプレイス

表参道駅表参道駅

広尾駅広尾駅

下北沢駅下北沢駅

国学院大学

渋谷区内防災MAP

１～３ｍの浸水が予想されるエリア

避難場所
大地震による延焼火災やその他の危険から避難する場所 

※渋谷区防災地図および渋谷区洪水ハザードマップをもとに作成

主な帰宅困難者受入施設
帰宅困難者のために情報提供、トイレ開放、一時受け入れ等を行う施設

　

２
万
人
を
超
す
犠
牲
者
を
出
し
た

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
ま
も
な

く
10
年
。
２
月
13
日
深
夜
に
は
福
島

・
宮
城
両
県
で
震
度
６
強
の
揺
れ
を

観
測
す
る
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
列

島
は
毎
年
の
よ
う
に
災
害
に
襲
わ

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
新
た
な
防

災
対
策
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

学
生
の
安
全
確
保
の
ほ
か
に
地
域

防
災
拠
点
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
国

学
院
大
学
の
渋
谷
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、「
３
・
11
」

以
降
の
教
訓
を
基
に
防
災
対
策
を
進

め
て
い
る
。

　

本
学
の
防
災
対
策
で
は
、
震
度
５

弱
以
上
の
地
震
が
起
き
る
か
学
長
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
授
業
や
業

務
な
ど
を
中
止
し
て
「
非
常
事
態
体

制
」
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
３
・
11
」
以
降
は
、
国
家
資
格
で

あ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
要
員
講
習
を
修

了
し
た
職
員
を
中
心
と
し
た
自
衛
消

防
組
織
の
編
成
や
避
難
の
障
壁
と
な

る
段
差
の
解
消
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
の
防
災
対
策
を
施
し
て

き
た
。

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
ら

7
0
0
0
人
が
３
日
間
（
72
時
間
）

生
活
で
き
る
備
蓄
品
（
水
、
食
料
、

医
薬
品
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な

ど
）
を
用
意
し
、
1
2
0
周
年
記
念

１
号
館
と
1
3
0
周
年
記
念
５
号
館

に
自
家
用
発
電
機
が
備
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
学
Ｈ
Ｐ
で
公
開
す
る

「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
理
解
し
、

「
自
助
」
を
心
掛
け
た
安
全
確
保
を

第
一
に
、
通
学
途
上
の
一
時
避
難
場

所
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

「
３
・
11
」
で
は
首
都
圏
で

5
1
5
万
人
も
の
「
帰
宅
困
難
者
」

が
発
生
。
令
和
２
年
３
月
に
策
定
さ

れ
た
「
渋
谷
駅
周
辺
地
域
都
市
再
生

安
全
確
保
計
画
」
で
は
最
大
14
万
人

の
帰
宅
困
難
者
を
想
定
し
、
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
を
含
む
区
内
50
カ
所
に
一

時
的
に
滞
在
で
き
る
「
帰
宅
困
難
者

受
入
施
設
」
が
設
定
さ
れ
た
。
春
休

み
中
だ
っ
た
「
３
・
11
」
の
際
、
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
学
内
関
係
の
避

難
者
7
6
0
人
（
学
生
5
6
0
人
、

教
職
員
2
0
0
人
）
に
加
え
て
学
外

か
ら
2
0
0
人
近
く
の
避
難
者
が
流

入
し
て
対
応
に
追
わ
れ
た
。
受
入
施

設
と
な
っ
た
こ
と
で
よ
り
多
く
の
部

外
者
と
の
〝
同
居
〞
が
不
可
避
と
な

る
た
め
、
学
期
中
の
発
生
も
考
慮
に

入
れ
た
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
本

学
が
実
施
中
の
感
染
防
止
対
策
に
基

づ
い
て
対
応
す
る
が
、
内
閣
府
が
公

開
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所
運
営

の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
公
的
情
報
を
参

考
に
学
生
や
避
難
者
自
身
が
備
え
る

こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

教訓生かし備えを
東日本大震災10年

キャンパスの防災
̶渋谷̶

災害への備え 正しい情報を得る準備を
●国学院大学の防災対策
 https://www.kokugakuin.
ac.jp/about/efforts/防災対策

●渋谷区の防災ポータル
　 https://bosai.city.shibuya.
tokyo.jp/

●東京都の帰宅困難者対策ハンドブック
 https://www.bousai.metro.
tokyo.lg.jp/bousai/1000031/
1001369.html

●内閣府の防災情報ページ
　 http://www.bousai.go.jp/
index.html

防
災
訓
練
を
行
う
自
衛
消
防
組
織
の
職
員

（
令
和
２
年
12
月
）
震
災
発
生
直
後
、教
室
に
避
難
し
た
学
生
、

教
職
員
ら

（
平
成
23
年
３
月
11
日
）

2氏に学位記を授与
国学院大学は学位申請が

あった２氏に博士の学位を授
与した。授与されたのは齋藤
達哉・専修大学教授と冬月律
・モラロジー研究所主任研究
員。２人には２月10日、渋谷
キャンパスで針本正行学長か
ら学位記が贈られた。
　齋藤氏の学位論文は『国語
仮名表記史の研究』。学位の
種類は博士（文学）。主査は
諸星美智直文学部教授、副査は小田勝文学部
教授、二戸麻砂彦山梨県立大学教授。
　冬月氏の学位論文は『過疎地神社の研究―
人口減少社会と神社神道―』。学位の種類は
博士（宗教学）。主査は石井研士神道文化学
部教授。副査は黒﨑浩行神道文化学部教授、
藤本頼生神道文化学部准教授、櫻井治男皇学
館大学名誉教授。

齋藤達哉氏

冬月律氏

就職活動ワンポイントアドバイス 入社後の人生をどう描きますか？
　前回、採用面接やエントリーシートでは、「志望
動機や自己ＰＲの一貫性が重要」ということを紹介
しました。
　これから始まる採用活動の中で、もう一つ大事な
ことは「再現性」です。皆さんを採用しようとする
企業は、自己ＰＲに書かれた得意なことを入社後に
も再現してほしいと期待しています。皆さんは、自
己ＰＲをしたことを「将来、仕事の中で再現できま
すよ」と自信を持って示すことが大切なのです。
　再現性を示すためには、就職活動の中で入社後の

人生をどう描けるかにかかっています。将来計画を
うかがわせる内容が、過去の経験にひもづいて志望
動機に盛り込まれていなければならないでしょう。
　志望する会社で５年後、10年後に「働いている
自分」を見つけられるかどうかを確認し合う作業が
自己ＰＲであり、志望動機であり採用面接です。
　いよいよ３月１日から企業説明会が解禁されま
す。これまでの人生経験の先に、社会の第一線で働
く自分自身の将来像を描きながら、企業の話に耳を
傾けてみましょう。 【キャリアサポート課監修】

人間開発学部学部長賞に６人
　令和２年度人間開発学部学部長賞の受賞者
６人が発表された。同賞は、同学部の理念に
基づき、優れた実践的活動を表彰することを
目的として、平成23年度に設置された。表
彰式は１月22日、オンラインで行われた。
受賞学生は以下の通り（敬称略）。
◇ 初等教育学科◆４年：飯島祐太郎◆３年：
齊藤萌楓▷西原大智
◇健康体育学科◆３年：江原和希
◇ 子ども支援学科◆２年：小野寺多恵▷清水
雪音

　新型コロナウイルス感染症と診断され
た方、疑いがあると言われた方は、必ず
保健室にメールか電話で連絡をしてくだ
さい。
▶保健室アドレス
めhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日９時～17時）
　☎03・5466・0148
▶たまプラーザＴＥＬ（平日９時～17時）
　☎045・904・7721

新型コロナ感染が疑われたら
保健室に連絡を
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　▶ 法学部＝14時15分～、渋谷キャ
ンパス

　▶ 経済学部＝16時～、渋谷キャン
パス

　▶ 文学部＝17時45分～、渋谷キャ
ンパス

　▶ 人間開発学部＝13時～、たまプ
ラーザキャンパス

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、学生のみの参列とします。風
邪などの症状がある方は参加を見合
わせてください。参列の際はマス
クを着用し、手指の消
毒や検温にご協力くだ
さい。詳細は大学ＨＰ
（ＱＲコード）から
問総務課（☎03・5466・0111）

  国学院大学生協への出資金返還

内 生協加入時にお預かりした出資金
の返還手続きを開始します。令和
２年度の手続きの詳細は生協ＨＰ
（https://www.kgucoop.or.jp/）を
ご覧ください。
日３月５日㈮～
対今年度卒業生
問生協事務所（☎03・5466・0165）
※ 新型コロナウイルス感染防止対策の
ため、返還場所・方法などが変更に

なる場合があります

  令和３年度オリエンテーション

内 学部・学科・学年ごとに令和３年度
オリエンテーション（在籍確認シー
ル交付、履修相談など）を実施しま
す。日程・場所はK-SMAPYⅡや本
学ＨＰなどで確認を。
日３月31日㈬～４月６日㈫

イベント

  公開学術講演会「参勤交代行
列の構造」（オンライン配信）

内 研究開発推進機構が主催する公開学
術講演会をYouTubeによるオンライ
ン配信で開催しています。日本近世
史が専門の根岸茂夫・文学部教授が
江戸時代の参勤交代行列についてわ
かりやすく講演します。
場 YouTube「国学院大学動
画アーカイブ」チャンネ
ル（ＱＲコード）で公開
料無料
問 研究開発推進機構事務課(めkikou@
kokugakuin.ac.jp)

博物館 唐詩選テーマに企画展
YouTubeで解説も
　国学院大学博物館で企画展「江戸のベスト
セラー 唐詩選」が開催されている。赤井益久
文学部教授が監修し、江戸時代、庶民に至るま
で浸透し、愛好された唐詩の世界を紹介する。
　昨年から始まったYouTube（ＱＲコー
ド）での展示紹介動画も公開。赤井教授が
「唐詩選は1000年以上前の言葉を伝える言
葉のタイムカプセル」とし、唐詩選や国内で
流行した江戸時代の出版事情な
どについてわかりやすく解説し
た。企画展の会期は２月27日
まで。

共存学研究会
福島復興と伝統文化を考える
　東日本大震災の発生から10年を迎えるの
を前に２月６日、「東日本大震災被災地の復興
活動10年を振り返る～震災復興と伝統文化、
福島10年の総括と今後～」と題した研究開発
推進機構研究開発推進センター主催の共存学
公開研究会がオンライン形式で開かれた。
　個別報告では、元民俗芸能学会福島調査団
団長の懸田弘訓氏、いわき市・大国魂神社宮
司の山名隆弘氏ら４人が調査研究報告を行っ
たほか、総合討議では神道文化学部の茂木栄
教授、黒﨑浩行教授も加わり、古沢広祐・研
究開発推進機構客員教授の司会進行で震災と
原発事故の影響を受けた福島県内の民俗芸能
の復興の軌跡と、現在も残る文化の継承など
の課題について議論を深めた。

トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からの
お知らせ
大大大学大大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
お知らせ知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

 福島県沖を震源とする地震で
災害に遭われた皆さまへ

内 ２月13日の福島県沖を震源とする
地震により災害救助法が適用された
地域に主たる家計支持者が居住し、
家計の急変で今後の学業生活に支障
をきたすおそれのある学生は、保証
人（保護者等）と相談のうえ下記の
大学各窓口までご相談ください。
対 被害対象地域については本学ＨＰで
確認してください。
問 ▶学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶ たまプラーザ事務課（☎045・

904・7700）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

  令和２年度の卒業式、
卒業証書・学位記並びに
修了証書授与について

日３月21日㈰
［卒業式］
場グランドプリンスホテル新高輪
対・時
　▶ 神道文化学部・専攻科・別科・人
間開発学部＝10時～

　▶法学部＝12時～
　▶経済学部＝13時45分～
　▶文学部＝15時30分～
［卒業証書・学位記、修了証書等授与］
対・時・場
　▶ 神道文化学部・専攻科・別科＝
12時30分～、渋谷キャンパス

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館館物 館館館館館館館物物物
料無料
時 原則、水・木・金・土曜日の12時～17
時（最終入館16時30分）。短縮開館
  企画展「縄文早期の居家以人
骨と岩陰遺跡―居家以プロジ
ェクトの研究成果―」

内国内最古級とみられる約8300年前
の埋葬人骨が20体以上見つかった

長野原町（群馬県）の居
い や い

家以岩陰遺
跡。国学院大学考古学研究室が同遺
跡で発掘調査した際に出土した遺物
や人骨６体を展示し、縄文時代早期
の生活や文化を解き明かします。
日３月４日㈭～５月８日㈯
場博物館企画展示室

※ 博物館関連イベントの問い合わせは
☎03・5466・0359

収入の部
科目 第２次補正予算 第１次補正予算 増減

学生生徒等納付金収入 13,211 13,094 117
手数料収入 712 764 △52
寄付金収入 377 389 △12
補助金収入 2,660 2,255 405
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 73 179 △106
受取利息・配当金収入 173 145 28
雑収入 589 580 9
借入金等収入 586 586 0
前受金収入 2,453 2,651 △198
その他の収入 8,110 8,265 △155
資金収入調整勘定 △2,996 △2,719 △277
当年度収入合計 25,948 26,190 △242
前年度繰越支払資金 10,336 7,530 2,806
収入の部合計 36,284 33,720 2,564

支出の部
科目 第２次補正予算 第１次補正予算 増減

人件費支出 9,954 9,737 217
教育研究経費支出 4,717 4,498 219
管理経費支出 1,280 1,363 △83
借入金等利息支出 12 11 1
借入金等返済支出 770 770 0
施設関係支出 6,384 6,708 △324
設備関係支出 564 316 248
資産運用支出 3,947 3,210 737
その他の支出 630 304 326
予備費 449 449 0
資金支出調整勘定 △432 △219 △213
当年度支出合計 28,275 27,147 1,128
翌年度繰越支払資金 8,009 6,573 1,436
支出の部合計 36,284 33,720 2,564

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科目 第２次
補正予算

第１次
補正予算 増減

学生生徒等納付金 13,211 13,094 117
手数料 712 764 △52
寄付金 351 165 186
経常費等補助金 2,641 2,235 406
付随事業収入 73 179 △106
雑収入 588 580 8
教育活動収入計 17,576 17,017 559

事業活動
支出の部

人件費 10,027 9,870 157
教育研究経費 6,478 6,175 303
管理経費 1,416 1,500 △84
教育活動支出計 17,921 17,545 376

教育活動収支差額 △345 △528 183
教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 173 145 28
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 173 145 28

事業活動
支出の部

借入金等利息 12 11 1
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 12 11 1

教育活動外収支差額 161 134 27
経常収支差額 △184 △394 210

特
別
収
支

事業活動
収入の部

科目 第２次
補正予算

第１次
補正予算 増減

資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 83 259 △176
特別収入計 83 259 △176

事業活動
支出の部

資産処分差額 45 13 32
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計 45 13 32

特別収支差額 38 246 △208
　［予備費］ 449 449 0
基本金組入前当年度収支差額 △595 △597 2
　基本金組入額合計 ※△6,202 △6,151 △51
　当年度収支差額 △6,797 △6,749 △48
　前年度繰越収支差額 △7,848 △8,130 282
　基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △14,645 △14,879 234
（参考）
事業活動収入計 17,832 17,421 411
事業活動支出計 18,427 18,019 408

※■第１号基本金…59億200万円
　　教育の質向上のために取得した固定資産の価格
　■第２号基本金…３億円
　　 教育の質向上のために将来取得する固定資産取得に充てるもの

事業活動収支補正予算書 令和２年４月１日から令和３年３月31日まで （単位：百万円）

資金収支補正予算書 令和２年４月１日から令和３年３月31日まで （単位：百万円）

　

令
和
２
年
度
学
校
法
人
国
学
院
大
学

第
２
次
補
正
予
算
は
、
１
月
28
日
の
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
、
成
立
し

た
。

◇
資
金
収
支
予
算

　

資
金
収
支
予
算
は
、
会
計
年
度
中
の

す
べ
て
の
収
入
お
よ
び
支
出
の
内
容
と

支
払
資
金
の
顚
末
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
予
算

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教
育
活

動
②
教
育
活
動
以
外
の
経
常
的
な
活
動

③
①
②
以
外
の
活
動
に
対
応
す
る
事

業
活
動
収
入
お
よ
び
事
業
活
動
支
出
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当

該
会
計
年
度
に
お
い
て
基
本
金
に
組
み

入
れ
る
額
を
控
除
し
た
、
当
該
会
計
年

度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
事

業
活
動
収
入
お
よ
び
事
業
活
動
支
出
の

状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
３
つ
の
活
動

に
対
応
す
る
事
業
活
動
収
入
お
よ
び
事

業
活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す

る
」
＝
区
分
経
理
、「
均
衡
の
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
」
＝
収
支
の
均
衡
を
主

な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

（
財
務
部
経
理
課
）

令
和
２
年
度
第
2
次
補
正
予
算
成
立
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花
木
氏　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
「
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
し
つ
こ
い
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
少
し
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
残
っ
て
も

症
状
が
長
く
現
れ
る
。
完
全
に
ウ
イ
ル
ス
が

な
く
な
っ
て
も
後
遺
症
が
残
る
こ
と
も
あ

る
。
後
遺
症
に
は
「
起
き
上
が
れ
な
い
ほ
ど

の
倦け
ん
た
い怠
感
」
な
ど
社
会
生
活
が
で
き
な
い
ほ

ど
深
刻
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
世
の
中
に
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
含
め
て
感
染

症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
後
遺
症
に
苦
し
む
患
者
の
ケ
ア
も
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
感
染
の
予
防
か
ら
治

療
、
後
遺
症
の
ケ
ア
ま
で
、「
症
状
が
収
ま

っ
て
お
し
ま
い
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の

だ
。

　

長
期
的
に
見
る
と
変
異
す
る
ウ
イ
ル
ス
の

撲
滅
は
不
可
能
で
、
共
存
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
現
在
の
致
死
率
は
約

２
％
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の
０

・
05
％
程
度
に
抑
え
込
む
に
は
、
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
や
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
に
加
え
て
重
症
化
を
抑
え
る
薬
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
が
新
型
コ
ロ
ナ
に

効
果
が
あ
る
と
の
報
告
を
出
し
た
駆
虫
薬
の

イ※

ベ
ル
メ
ク
チ
ン
に
注
目
し
、
日
本
で
の
使

用
承
認
に
向
け
て
の
医
師
主
導
治
験
を
始
め

た
。
こ
の
薬
は
世
界
で
年
間
４
億
人
に
投
与

し
て
い
る
。
副
作
用
の
懸
念
も
少
な
く
、
治

験
で
新
型
コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
し
て
の
効
果
を

明
ら
か
に
し
、
効
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
製
薬

会
社
と
連
携
し
新
型
コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
し
て

の
適
用
拡
大
を
し
た
い
。
重
症
化
を
抑
え
る

こ
と
で
医
療
崩
壊
が
防
げ
る
し
、
軽
症
者
を

ホ
テ
ル
な
ど
に
隔
離
す
る
必
要
は
な
く
な
る

だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
５
年
後
、
10
年
後
に
新
た
な
ウ

イ
ル
ス
が
襲
っ
て
く
る
の
を
見
越
し
、
イ
ベ

ル
メ
ク
チ
ン
を
応
用
し
た
新
薬
の
開
発
も
進

め
る
。
研
究
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
問
題
が
解
決

さ
れ
る
ま
で
終
わ
ら
な
い
。

阿
部
さ
ん　

転
ば
ぬ
先
の
つ
え
の
よ
う
に
先
々
を

見
据
え
て
研
究
し
て
い
る
と
は
考
え
て
も
い

な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
世
界
中
の
人
が
感
染
症
に
対
す
る
意

識
を
高
め
た
と
思
う
。
別
の
病
気
が
流
行
し

て
も
研
究
成
果
が
生
か
せ
る
の
で
は
。

重
症
化

後
遺
症

偏
見

「
文
系
学
生
」が
感
染
症
研
究
最
前
線
を
探
る

新
型
コ
ロ
ナ
を
正
し
く
理
解

…

　新型コロナウイルス感染症は、最初の感染確認から１年余りで全世界の感染確認が累
計で１億人、死者240万人を突破した。国別の感染者は米国やインドで1000万人を超
えている。感染者が100万人を超えている国は21カ国に及ぶ（2月16日現在、米ジョ
ンズ・ホプキンズ大集計に基づく）。

　予防の要となるワクチンについては下表のような状況で、欧米などでは接種もスター
ト。日本でも製薬各社によって開発が進められているほか、国内で初めて承認された米
ファイザーのワクチン接種が17日に始まった。

承 認 済 み
ファイザー（米）＋ビオンテック（独）、モデルナ（米）、ガマレヤ研究所
（露）、アストラゼネカ＋オックスフォード大（英）、バラート・バイオテッ
ク（インド）、シノファーム（中国）

Ｐ２/３臨床試験 アンジェス（日）、イノビオ（英）、クローバーバイオ（中国）＋ＧＳＫ（英）

Ｐ ３ 臨 床 試 験 Ｊ＆Ｊ（米）、ノババックス（米）、キュアバック（独）ほか

Ｐ１/２臨床試験 塩野義製薬（日）ほか

臨 床 前 ＫＭバイオロジクス、第一三共、ＩＤファーマ（いずれも日）ほか

※１月末現在、ＷＨＯ発表・各種報道に基づき作成

　

わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
根
源
か
ら
変
え
て
し
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
だ
が
、
研

究
に
よ
っ
て
そ
の
正
体
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
学
校
法
人
北※
里
研
究
所
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策
北
里
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
陣
頭
指
揮
を
執
る
花
木
秀
明
・
大
村
智
記
念
研
究
所
教
授
・
感
染
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
医
学
博

士
）
と
国
学
院
大
学
文
学
部
の
阿
部
咲
月
さ
ん
（
日
文
３
）
と
の
や
り
取
り
で
見
え
て
き
た
も
の
は
―
。

「
し
つ
こ
い
ウ
イ
ル
ス
」の
正
体

予
防
、治
療
、後
遺
症
は
？

基
本
の
徹
底

正
し
い
理
解
と
行
動
を

花
木
氏　

感
染
症
対
策
は
「
マ
ス
ク
、
手
洗

い
、
距
離
を
と
る
」
が
基
本
。
服
に
つ
い
た

ウ
イ
ル
ス
も
一
般
的
な
洗
剤
で
洗
え
ば
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
と
い
い
だ
ろ

う
。
若
者
が
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
し
ま
う
と

い
う
実
態
も
あ
る
。
大
声
の
会
話
は
せ
き
を

す
る
の
と
同
じ
ぐ
ら
い
飛ひ

沫まつ
を
拡
散
さ
せ
、

そ
の
中
に
感
染
者
が
い
れ
ば
ク
ラ
ス
タ
ー

（
感
染
者
集
団
）
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
。
若

者
は
症
状
が
出
な
い
人
も
多
い
が
、
無
症
状

で
も
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
を
自
覚
す
べ

き
だ
。

　

他
人
と
接
す
る
場
合
は
換
気
を
す
る
、
高

齢
者
は
風
上
に
い
て
若
者
は
風
下
に
い
る
と

い
っ
た
場
面
を
わ
き
ま
え
た
行
動
が
求
め
ら

れ
る
。

　

人
・
人
感
染
の
新
型
コ
ロ
ナ
を
抑
え
込
む

に
は
人
と
の
接
触
を
抑
え
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

が
一
番
だ
。
し
か
し
、
人
と
の
接
触
を
断
つ

と
精
神
面
や
経
済
面
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
出

て
自
殺
者
が
増
え
る
恐
れ
も
あ
る
。
感
染
で

の
死
者
も
自
殺
者
も
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
ち
ら

も
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
は
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

お
願
い
し
た
い
の
は
「
医
療
従
事
者
を
差

別
し
な
い
で
」
と
い
う
こ
と
。
感
染
者
と
接

す
る
こ
と
が
つ
ら
く
て
辞
め
る
の
で
は
な

く
、
家
族
が
差
別
を
受
け
る
の
が
つ
ら
い
の

で
離
職
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
は
問

題
だ
。
医
療
従
事
者
の
心
が
折
れ
て
し
ま
っ

た
ら
誰
も
救
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
正
し

く
恐
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

阿
部
さ
ん　

故
郷
で
は
地
方
か
ら
都
市
部
に
通

勤
す
る
親
族
を
め
ぐ
っ
て
一
種
の
差
別
を
受

け
た
そ
う
だ
が
、
正
し
く
理
解
す
れ
ば
負
の

連
鎖
は
断
ち
切
れ
る
は
ず
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
が
始
ま
っ
た
当
初
、
志
村
け
ん
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
。
ウ
イ
ル
ス
の

正
体
が
分
か
れ
ば
対
応
の
し
よ
う
も
あ
る
。

い
つ
に
も
ま
し
て
手
洗
い
な
ど
を
徹
底
し
た

の
で
風
邪
を
ひ
か
な
く
な
っ
た
の
も
確
か
。

花
木
氏　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
中
に
広

が
る
前
に
「
こ
れ
は
危
な
い
ウ
イ
ル
ス
だ
」

と
感
じ
、
令
和
２
年
２
月
に
全
学
規
模
の

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策
北
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
欠

か
せ
な
い
「
人
（
研
究
者
）・
物
（
研
究
設

備
）・
金
（
資
金
）
」
の
う
ち
当
研
究
所
は

人
と
物
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
で

も
活
用
可
能
な
「
寄
付
」
で
資
金
を
募
っ
て

3
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
1
5
0
0
弱
の

個
人
、
1
0
0
社
ほ
ど
の
企
業
（
令
和
２
年

12
月
現
在
）
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
大
切

に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

基
礎
と
臨
床
の
両
面
か
ら
研
究
し
、
基
礎

の
分
野
で
す
で
に
使
わ
れ
て
い
る
薬
を
検
証

し
た
ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
以
外
で
何
が
消
毒

に
有
効
か
を
探
り
、
風
呂
に
入
っ
た
り
洗
剤

で
洗
っ
た
り
す
れ
ば
ウ
イ
ル
ス
は
死
ん
で
し

ま
う
こ
と
を
実
証
し
た
。
臨
床
分
野
で
は
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大

村
智
・
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
の
研
究
で

開
発
さ
れ
た
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
が
治
療
薬
と

し
て
効
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い

る
。

　

感
染
症
研
究
に
関
し
て
は
北
里
柴
三
郎
先

生
か
ら
の
系
譜
が
大
村
先
生
ま
で
続
い
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
・
設
備
が
整
え
ら
れ

て
い
る
。
Ｐ
３
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
研
究
に
欠

か
せ
な
い
特
別
な
施
設
が
４
カ
所
整
備
さ

れ
、
動
物
実
験
が
で
き
る
施
設
も
２
つ
あ

る
。
ま
た
、
漢
方
専
門
の
東
洋
医
学
研
究
所

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
が
中
心
に
な
っ
て
後
遺

症
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
中
だ
。

阿
部
さ
ん　

北
里
研
究
所
や
北
里
先
生
、
大
村

先
生
の
名
前
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
初
め
て
。「
理
系
は
苦

手
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
専
門
家
の
説
明
で

日
ご
ろ
の
心
掛
け
が
大
切
と
の
理
解
が
深
ま

り
、「
さ
ら
に
気
合
を
入
れ
て
感
染
予
防
を

し
な
け
れ
ば
」
と
感
じ
た
。

　

私
た
ち
の
軽
率
な
行
動
が
ウ
イ
ル
ス
を
ま

い
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
今
回
の

情
報
を
友
人
た
ち
と
共
有
し
た
い
。

基
礎
と
臨
床
か
ら
研
究
進
む

北里研究所ＨＰ
https://www.kitasato.
ac.jp/jp/index.html

厚生労働省ＨＰ　新型コロナ関連ページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000164708_00001.html

詳報は本学ＨＰ
「国学院大学メディア」に掲載

北里研究所
 　細菌学の世界的権威・北里柴三郎博士の精神を受け継ぎ、大学・付属研究所などで感染症研究を展
開する学校法人。北里博士が明治25（1892）年に設立した「伝染病研究所」をルーツとし、大正３
（1914）年に北里博士が私費を投じて現在の研究所を設立した。赤痢菌を発見した志賀潔、ノーベル
医学・生理学賞を受賞した大村智ら世界的な科学者を輩出。

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

　

大
村
智
・
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
ら
が
土
中
か

ら
発
見
し
た
微
生
物
が
作
り
出
す
有
機
化
合
物
エ
バ

ー
メ
ク
チ
ン
＝
写
真
＝
を
用
い
て
開
発
し
た
駆
虫

薬
。
感
染
者
の
２
割
が
失
明
す
る
と
さ
れ
る
熱
帯
病

の
オ
ン
コ
セ
ル
カ
症
や
、
象
皮
病
を
引
き
起
こ
す
リ

ン
パ
系
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
特
効
薬
と
し
て
累
計
40
億

回
以
上
も
投
与
。
北
里
研
究
所
の
研
究
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
阻
止
す
る
効
果
が
確
認
さ

れ
、
治
療
薬
承
認
に
向
け
た
治
験
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

正しい感染症対策の
徹底を

マスクをつける

手洗い・うがい

こまめな洗濯

3密対策

密閉空間

密接場面

密集場所

特集上 特集下

世界の感染状況は？

ワクチン開発は？

100万人以上500万人以上1000万人以上
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星
空
色
の
序
章

短
篇
小
説
の
部　

最
優
秀
賞

田
中
望
結
さ
ん
（
埼
玉
・
星
野
高
２
年
）

「
星
空
は
何
色
か
、
考
え
た
こ
と
は
あ

る
か
？
」

　

隣
で
そ
う
零
し
た
彼
の
声
の
響
き

は
、
気
ま
ぐ
れ
な
口
笛
の
一
節
か
、
も

し
く
は
の
ど
か
な
あ
く
び
の
音
階
に
も

似
て
い
た
。
下
校
中
の
寄
り
道
の
先

で
、
高
校
生
が
口
に
す
る
に
は
奇
抜
な

発
言
だ
っ
た
け
れ
ど
、
彼
は
そ
ん
な
浮

世
離
れ
し
た
言
葉
が
似
あ
う
人
で
も
あ

っ
た
。

「
無
い
か
な
。
生
憎
ク
イ
ズ
は
苦
手
な

ん
だ
」

　

彼
と
目
線
が
あ
う
よ
う
に
、
僕
は
通

学
鞄
を
脇
に
置
い
て
か
ら
、
彼
の
隣
に

腰
を
お
ろ
し
て
空
を
仰
い
だ
。
ま
だ
星

空
と
言
え
る
ほ
ど
暗
く
も
な
か
っ
た

し
、
街
灯
が
光
の
主
張
を
繰
り
返
す
か

ら
星
は
み
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
こ
れ
は
ク
イ
ズ
じ
ゃ
な
い
。
比
喩
み

た
い
な
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

心
理
テ
ス
ト
に
似
て
る
」

　

星
空
の
色
を
想
像
す
る
。
深
い
藍
か

群
青
に
、
白
、
赤
、
あ
る
い
は
青
白
い

光
が
控
え
め
に
明
滅
す
る
。
光
る
砂
を

ぶ
ち
ま
け
た
よ
う
で
も
あ
る
し
、
ビ
ー

ズ
を
星
座
の
形
に
縫
い
つ
け
た
よ
う
で

も
あ
る
。
で
も
そ
れ
を
う
ま
く
表
現
す

る
言
葉
は
僕
の
中
の
辞
書
に
は
な
か
っ

た
。

「
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
。
群
青
色

に
、
白
や
黄
色
か
な
」

「
そ
う
、
だ
い
た
い
の
人
が
そ
う
答
え

る
。
黒
に
キ
ラ
キ
ラ
な
ん
て
表
現
す
る

人
も
い
る
」

　

静
か
に
相
槌
を
う
ち
、
彼
の
次
の
言

葉
が
紡
が
れ
る
の
を
待
っ
た
。
沈
黙
は

肯
定
、
と
い
う
風
潮
が
あ
り
が
た
い
。

「
星
に
は
白
の
ほ
か
に
、
赤
い
星
や
青

白
い
星
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
る
だ
ろ

？
」

　

も
う
い
ち
ど
首
肯
す
る
。
小
中
学
校

の
理
科
で
習
う
話
だ
。
星
の
色
は
表
面

温
度
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

「
で
も
、
幼
児
が
真
っ
黒
に
塗
り
つ
ぶ

し
た
紙
に
赤
い
斑
点
を
描
い
て
い
た

ら
、
も
し
か
し
た
ら
親
は
止
め
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
当
た
り
前
に
宇

宙
に
あ
る
、
正
し
い
星
空
だ
っ
た
と
し

て
も
」

「
つ
ま
り
、
正
解
が
な
い
問
い
、
と
い

う
こ
と
か
な
」

　

数
秒
の
間
、
彼
は
黙
っ
た
。
首
を
ど

ち
ら
に
動
か
す
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

「
少
し
違
う
、
ほ
ん
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
分

だ
け
」

「
な
ら
、
こ
れ
は
な
ん
の
話
だ
ろ
う
」

「
題
名
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
星
空
は

星
空
色
で
い
い
、
そ
う
い
う
話
だ
」

　

星
空
は
星
空
色
、
と
反
芻
し
た
。
詩

的
な
響
き
だ
。
で
も
、
い
さ
さ
か
意
味

が
な
さ
す
ぎ
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
た
。

「
当
た
り
前
に
も
思
え
る
ね
」

「
そ
れ
は
、
君
の
視
野
が
広
い
か
ら
だ

よ
。
誰
も
が
そ
れ
を
当
然
だ
と
思
え
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
」

　

も
う
一
度
空
を
見
上
げ
た
。
公
園

の
、
背
の
高
い
木
々
に
切
り
取
ら
れ
た

空
は
そ
の
透
明
度
を
あ
げ
、
薄
い
紫
色

に
藍
色
が
さ
し
て
い
た
。

「
水
は
水
色
で
桜
が
桜
色
な
ら

栄
冠
６
作
品
を
紹
介

高
校
生
向
け
２
コ
ン
テ
ス
ト

　

国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
高
校
生

新
聞
社
）
に
よ
る
第
16
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学

ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会

・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大

学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高

等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
と
、
第
24
回

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学

若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北

海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等

学
校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会

・
日
本
進
路
指
導
協
会
）
に
は
、
両
コ
ン
テ
ス
ト
を
合

わ
せ
て
１
万
4
8
1
4
点
（
伝
承
文
化
2
6
6
点
、
創

作
１
万
4
5
4
8
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
昨
年
末
に
部

門
ご
と
の
入
賞
作
品
が
決
ま
っ
た
（
学
報
12
月
号
で
既

報
）。
今
号
で
は
、
両
コ
ン
テ
ス
ト
で
栄
冠
を
射
止
め

た
各
部
門
の
最
優
秀
賞
作
品
６
点
を
紹
介
す
る
。

◆
応
募
の
動
機

　

屋
久
島
の
高
齢
化
率
は
36
・
５
％（
令

和
２
年
３
月
31
日
現
在
）
で
、
高
齢
者

の
割
合
が
高
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
若
者

は
中
学
校
や
高
校
を
卒
業
す
る
と
進
学

や
就
職
の
た
め
に
島
を
離
れ
る
こ
と
が

多
く
、地
元
に
は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。

私
た
ち
高
校
生
を
含
む
島
の
子
ど
も
た

ち
が
民
謡
に
つ
い
て
身
近
に
触
れ
る
機

会
が
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
屋
久
島

の
「
文
化
」
も
失
わ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
島
の
人
々
に
屋
久
島
民
謡
『
ま
つ

ば
ん
だ
』
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
方
法
を
研
究
し
た
。
そ
の
調
査
結

果
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
、
伝
統
継

承
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
応
募
し
た
。

◆
内
容
紹
介

【
研
究
１
】
屋
久
島
の
民
謡
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
：
屋
久
島
町
民
の

『
ま
つ
ば
ん
だ
』
に
つ
い
て
の
認
知

度
、
民
謡
の
普
及
活
動
に
つ
い
て
高
校

生
、
職
員
、
保
護
者
、
計
4
3
9
人
を

対
象
に
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
民

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
な
い
方

法
で
、
自
然
な
形
で
町
民
の
生
活
に
寄

り
添
い
伝
わ
っ
て
い
く
方
法
を
研
究
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
考
察
し

た
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
研
究
２
、
研

究
３
を
実
施
し
た
。

【
研
究
２
】
町
内
放
送
の
実
施
：「
作

成
し
た
音
源
を
午
後
５
時
の
時
報
と
し

て
町
内
放
送
で
流
す
」
と
い
う
屋
久
島

町
へ
の
提
案
を
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は

『
ま
つ
ば
ん
だ
』
の
原
曲
を
聴
き
、
な

じ
み
や
す
い
曲
に
な
る
よ
う
に
サ
ッ
ク

ス
四
重
奏
と
し
て
編
曲
・
録
音
作
業
を

行
っ
た
。
そ
し
て
町
に
提
案
し
、
令
和

２
年
９
月
14
日
に
町
内
放
送
と
し
て
採

用
さ
れ
、
令
和
２
年
11
月
１
日
か
ら
放

送
開
始
が
決
定
し
た
。

　

突
然
の
時
報
の
変
更
で
は
町
民
の
方

々
も
困
惑
さ
れ
る
と
思
っ
た
の
で
、
事

前
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
屋
久
島
町

情
報
誌
、
お
よ
び
南
日
本
新
聞
の
記
事

に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
写
真
は

演
奏
風
景
（
左
上
）
で
あ
る
。
取
材
の

内
容
は
、
研
究
の
動
機
や
編
曲
作
業
の

様
子
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
演
奏

風
景
の
撮
影
で
は
、
演
奏
す
る
屋
久
島

高
校
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
に
協
力
し

て
も
ら
っ
た
。

【
研
究
３
】
屋
久
島
の
民
謡
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
（
事
後
）：
令
和
２
年
11

月
１
日
か
ら
午
後
５
時
の
時
報
と
し
て

『
ま
つ
ば
ん
だ
』
が
流
れ
始
め
て
約
１

カ
月
、
民
謡
に
よ
る
町
民
の
心
境
の
変

化
や
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
調
査
す
る

た
め
に
、
高
校
生
、
職
員
の
計
2
1
8

人
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。

◆
今
後
の
課
題

　

今
後
の
課
題
は
、
町
内
放
送
で
午
後

５
時
の
時
報
と
し
て
流
し
、
町
民
の
耳

に
民
謡
を
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
町
民

に
『
ま
つ
ば
ん
だ
』
を
島
の
歌
と
し
て

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
か
、

研
究
３
で
行
っ
て
い
る
町
内
放
送
実
施

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
町
民

の
心
境
の
変
化
や
与
え
た
影
響
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
い
か
に
研
究
を
継
続

す
る
か
で
あ
る
。

栃
木
・
矢
板
東
高
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
同
好
会

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

民
話
の
伝
承
と
古
代
下
野
国
に
お
け
る

交
通
網
の
関
係〜地

域
の
民
話
か
ら
史
実
を
探
る
〜

◆
応
募
の
動
機

　

私
た
ち
は
昨
年
度
の
研
究
過
程
に
お

い
て
、
勝
善
神
と
九
尾
の
狐
の
伝
承
の

在
り
方
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
た
。
そ

の
た
め
本
研
究
に
お
い
て
、
勝
善
神
と

九
尾
の
狐
の
民
話
を
例
と
し
て
、
民
話

の
伝
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

し
て
民
話
の
伝
わ
り
方
に
は
交
通
網
が

影
響
し
て
お
り
、
そ
の
民
話
を
た
ど
る

こ
と
で
史
実
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る

と
結
論
づ
け
、
応
募
に
い
た
っ
た
。

◆
内
容
紹
介

　

栃
木
県
矢
板
市
玉
田
に
は
、
勝
善
神

社
で
も
あ
り
、
生
駒
神
社
で
も
あ
る
と

い
う
全
国
的
に
も
不
思
議
な
神
社
が
あ

る
＝
写
真
（
右
下
）。
こ
の
神
社
に
は
、

勝
善
神
と
九
尾
の
狐
の
話
が
民
話
と
し

て
伝
わ
っ
て
お
り
、
近
隣
の
地
域
で
も

同
じ
内
容
の
民
話
が
見
ら
れ
る
が
内
容

が
少
し
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
民
話

は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
わ

る
の
か
。
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め

に
、
適
宜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施

し
て
考
察
を
加
え
、
論
文
と
し
て
ま
と

め
研
究
リ
ポ
ー
ト
と
し
た
。

　

論
文
の
構
成
と
し
て
、
第
２
章
で
は

那
須
与
一
と
九
尾
の
狐
の
伝
承
か
ら
民

話
に
つ
い
て
述
べ
、
第
３
章
で
は
民
話

の
伝
わ
り
方
と
伝
路
の
関
係
に
つ
い
て

述
べ
、
第
４
章
で
は
、
馬
市
を
物
語
る

石
碑
や
近
代
に
作
ら
れ
た
馬
頭
尊
碑
群

か
ら
、
民
話
の
伝
わ
り
方
に
つ
い
て
述

べ
た
。
そ
の
上
で
、
第
５
章
で
は
本
研

究
を
総
括
し
、
民
話
の
伝
わ
り
方
に
は

交
通
網
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
そ

の
民
話
を
た
ど
る
こ
と
で
史
実
に
近
づ

け
る
と
結
論
づ
け
た
。

　

特
に
論
文
の
中
心
と
な
っ
た
第
２
章

で
は
文
献
資
料
な
ど
を
も
と
に
、
民
話

と
関
係
の
深
い
場
所
に
赴
き
検
証
し

た
。
そ
の
結
果
、
那
須
与
一
に
関
わ
る

民
話
を
調
べ
て
い
く
と
、
馬
や
弓
矢
、

扇
の
的
に
関
わ
る
民
話
が
多
い
こ
と
が

わ
か
り
、
九
尾
の
狐
に
関
わ
る
民
話
を

調
べ
て
い
く
と
、
狐
退
治
や
化
け
る
こ

と
に
関
す
る
民
話
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
民
話
の
題
材
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
民
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
く
中
で

そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
在
に
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
イ

メ
ー
ジ
の
異
な
る
那
須
与
一
と
九
尾
の

狐
が
つ
な
が
り
を
持
つ
民
話
も
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
民
話
で

は
、
狐
退
治
に
用
い
ら
れ
た
矢
と
、
那

須
与
一
が
扇
の
的
を
射
た
際
に
用
い
ら

れ
た
矢
が
同
じ
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
に
２
つ

の
題
材
が
入
り
交
じ
る
こ
と
は
、
那
須

与
一
の
弓
矢
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
九
尾
の

狐
退
治
に
用
い
ら
れ
る
弓
矢
が
重
な
っ

た
た
め
に
起
こ
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
こ
の
民
話
に
は
那
須
与
一

の
祖
先
と
伝
え
ら
れ
る
須
藤
貞
信
が
登

場
し
、
須
藤
貞
信
が
那
須
与
一
と
九
尾

の
狐
と
い
う
２
つ
の
題
材
を
つ
な
ぐ
媒

体
に
な
っ
た
と
い
え
る
と
ま
と
め
た
。

◆
今
後
の
課
題

　

研
究
を
行
っ
て
い
く
過
程
で
、
自
分

た
ち
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
解
釈
し
た

り
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
議
論
を
通

し
て
、
自
分
た
ち
の
出
し
た
結
論
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
考
え
た
。
今
回
扱
っ

た
民
話
は
幼
い
頃
か
ら
な
じ
み
の
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
身
近

な
も
の
も
別
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と

で
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
研
究
す
る
こ

と
が
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

　

今
回
指
摘
い
た
だ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
と
に
、
次
年
度
も
研
究
に
励
み
、

地
域
文
化
研
究
を
楽
し
み
た
い
。

第第
1616
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

折
口
信
夫
賞
・
地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）
最
優
秀
賞

屋
久
島
民
謡『
ま
つ
ば
ん
だ
』を
後
世
に

伝
え
る
方
法

寺
田
雅
さ
ん
（
鹿
児
島
・
屋
久
島
高
３
年
）

⬅
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ば
、
星
空
が
星
空
色
だ
と
い
う
の

は
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
、
そ
の
当
た
り

前
を
お
か
し
い
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。
た
と
え
ば
、
も
し
今
俺
た
ち
の

会
話
を
聴
い
て
い
る
人
が
い
た
と
し

て
、
君
の
こ
と
を
だ
い
た
い
の
人
が
男

性
だ
と
思
う
だ
ろ
う
ね
」

「
僕
は
男
だ
よ
」

「
そ
う
だ
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
君

が
男
で
あ
る
こ
と
と
、
君
を
男
だ
と
決

め
つ
け
る
こ
と
は
全
く
の
別
物
だ
」

「
そ
れ
は
そ
う
だ
ね
」

「
な
ん
だ
っ
て
、
型
に
は
め
る
の
は
よ

く
な
い
ん
だ
よ
。
星
空
に
は
た
く
さ
ん

の
色
を
持
つ
星
が
あ
り
、
空
の
色
す
ら

移
り
変
わ
る
。
た
だ
の
夜
空
と
も
少
し

違
う
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

た
め
に
は
、
星
空
色
と
い
う
概
念
が
必

要
な
ん
だ
。
昔
か
ら
あ
る
既
存
の
色
を

組
み
合
わ
せ
る
の
は
簡
単
だ
け
れ
ど
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
色
の
集
合
体
で
あ

っ
て
、
そ
の
色
で
は
な
い
」

「
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
人
が
、
た
く
さ

ん
い
る
と
い
う
こ
と
か
な
」

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
」

　

彼
は
穏
当
な
言
葉
を
探
し
て
、
そ
れ

を
丁
寧
に
磨
い
て
使
っ
て
い
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
た
。
言
の
葉
を
扱
う
の
は

難
し
い
。
こ
れ
が
花
で
あ
れ
ば
、
人
が

触
れ
る
場
所
か
ら
丁
寧
に
棘
を
取
り
除

い
て
花
束
を
つ
く
れ
る
け
れ
ど
、
実
体

の
な
い
言
葉
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
差

別
や
誤
解
を
防
ぐ
た
め
に
、
彼
は
慎
重

に
言
葉
を
使
う
。
そ
れ
は
き
っ
と
、
少

な
か
ら
ず
彼
の
過
去
が
関
係
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
そ
ん
な
の
誰
だ
っ

て
変
わ
ら
な
い
。
今
の
人
物
像
を
つ
く

る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
誰
の
過
去

で
も
平
等
だ
。

　

だ
か
ら
僕
は
、
い
つ
も
彼
に
深
く
は

干
渉
し
な
い
。

　

で
も
今
日
は
、
少
し
ば
か
り
彼
の
こ

と
を
知
り
た
か
っ
た
。
彼
が
纏
う
空
気

が
、
い
つ
も
と
違
っ
た
か
ら
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
微
妙
な
変
化
だ
っ
た
。

た
っ
た
一
度
ピ
ア
ノ
の
白

と
黒

を

弾
き
違
え
た
よ
う
な
、
肌
で
感
じ
る
種

類
の
違
い
だ
っ
た
。

「
も
し
か
し
て
、
怒
っ
て
る
？
」

「
君
は
、
俺
が
怒
っ
て
る
よ
う
に
見
え

る
の
か
？
」

　

そ
う
尋
ね
返
さ
れ
、
僕
は
数
瞬
言
葉

に
詰
ま
っ
た
。

「
見
え
る
」
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の

だ
。
彼
は
感
情
を
隠
す
の
が
上
手
だ
っ

た
。

「
い
や
、
し
い
て
言
う
な
ら
怒
っ
て
る

よ
う
に
『
聞
こ
え
る
』」

「
そ
う
か
」

　

そ
の
声
音
に
、
驚
き
が
混
じ
っ
た
。

「
君
、
よ
く
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
だ

ろ
う
？
」

「
よ
く
わ
か
っ
た
ね
」

「
優
し
い
人
は
生
き
づ
ら
い
か
ら
ね
。

気
づ
か
な
く
て
い
い
こ
と
に
気
づ
く
の

は
と
き
に
短
所
に
も
な
る
」

「
僕
は
優
し
く
な
い
と
思
う
よ
。
た
だ

の
普
通
の
高
校
生
だ
」

「
今
ま
で
、
俺
な
ん
か
に
こ
こ
ま
で

『
普
通
』
に
接
し
て
く
れ
た
人
は
い
な

い
」

　

そ
の
言
葉
に
、
僕
は
眉
を
顰
め
た
。

「
…
…
つ
ま
り
」

　

彼
の
横
顔
を
見
や
っ
た
。
端
正
な
顔

つ
き
だ
。
ひ
と
つ
欠
点
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
人
間
味
が
な
い
こ
と
く
ら
い
だ
。

そ
の
怖
い
く
ら
い
の
顔
つ
き
に
、
僕
は

し
ば
し
ば
無
責
任
な
憤
り
を
感
じ
る
。

「
君
は
自
分
の
こ
と
を
『
既
存
の
色
を

組
み
合
わ
せ
た
』
存
在
だ
と
思
っ
て
い

る
わ
け
だ
ね
」

　

彼
が
僕
の
方
を
見
た
。
そ
の
顔
に
、

ば
つ
の
悪
そ
う
な
表
情
が
浮
か
ん
だ
。

ま
る
で
、
涙
が
結
晶
化
し
た
よ
う
な
表

情
だ
と
感
じ
た
。
い
び
つ
な
顔
な
の
に

ひ
ど
く
自
然
だ
。
一
度
皺
が
つ
い
た
ら

直
ら
な
い
折
れ
曲
が
っ
た
画
用
紙
み
た

い
に
。
今
ま
で
、
何
度
こ
ん
な
顔
を
し

た
ら
顔
の
歪
み
が
癖
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
？

「
も
し
か
し
て
、
怒
っ
て
る
？
」

「
あ
あ
、
そ
れ
な
り
に
怒
っ
て
る
」

「
悪
か
っ
た
」

「
わ
か
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
」

　

空
は
群
青
色
に
染
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
。
お
と
な
し
い
一
番
星
が
、
ひ
そ
や

か
に
夜
を
告
げ
て
い
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か
」

　

そ
う
、
隣
に
座
っ
て
い
た
彼
が
吐
い

た
声
を
合
図
に
、
僕
は
立
ち
上
が
っ
て

砂
を
は
た
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
先
に
公

園
の
出
口
に
向
か
っ
て
い
た
彼
を
追
い

か
け
る
。

「
お
い
て
け
ぼ
り
は
ひ
ど
い
な
」

　

冗
談
め
か
し
て
そ
う
言
っ
て
、
僕
は

彼
の
車
椅
子
を
押
し
た
。
前
か
ら
軽
め

の
た
め
い
き
が
聞
こ
え
て
、
四
五
度
く

ら
い
彼
が
こ
ち
ら
を
振
り
返
る
。

「
毎
日
介
抱
め
い
た
こ
と
は
し
な
く
て

い
い
ん
だ
よ
」

「
君
が
こ
れ
を
親
切
心
だ
と
思
っ
て
い

る
な
ら
、
君
は
少
し
優
し
す
ぎ
る
か
も

し
れ
な
い
」

「
じ
ゃ
あ
、
君
は
ど
う
し
て
毎
日
俺
の

車
椅
子
を
押
し
て
く
れ
る
ん
だ
？
」

　

公
園
か
ら
出
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
僕

は
ほ
ん
の
少
し
彼
に
顔
を
寄
せ
、
微
笑

み
な
が
ら
言
っ
た
。

「
僕
は
い
つ
も
、
こ
う
や
っ
て
君
に
少

し
だ
け
体
重
を
預
け
て
る
ん
だ
。
だ
か

ら
、
こ
れ
は
友
達
同
士
で
手
を
繋
い
で

い
る
よ
う
な
も
の
な
ん
だ
よ
」

　

し
ば
ら
く
、
彼
は
返
事
を
し
な
か
っ

た
。

「
そ
う
か
」

　

ぽ
つ
り
と
そ
う
言
っ
た
だ
け
で
、
そ

の
ひ
と
こ
と
は
流
れ
星
の
よ
う
に
一
瞬

で
透
き
通
っ
た
空
気
に
溶
け
た
。

「
そ
う
だ
よ
」

　

さ
っ
き
の
、
彼
の
話
を
要
約
し
よ
う

と
思
え
ば
、
き
っ
と
ひ
と
こ
と
で
こ
と

足
り
る
だ
ろ
う
。
世
間
へ
の
恨
み
言
一

節
で
、
彼
の
怒
っ
て
い
た
理
由
も
、
僕

が
怒
っ
た
理
由
も
、
星
空
の
色
も
す
べ

て
き
っ
ち
り
明
る
み
に
出
る
だ
ろ
う
。

で
も
、
星
空
の
話
を
し
た
こ
と
自
体
が

彼
の
誠
実
で
臆
病
な
優
し
さ
な
の
だ
と

し
た
ら
、
こ
の
話
は
彼
が
語
っ
た
瞬
間

に
、
真
理
以
上
の
価
値
を
帯
び
る
。

　

だ
か
ら
、
完
結
し
な
い
こ
の
話
は
こ

れ
で
い
い
。
ピ
リ
オ
ド
は
う
た
れ
な
く

て
も
、
こ
れ
は
星
空
色
の
序
章
で
い

い
。
僕
が
「
優
し
い
」
と
形
容
さ
れ
な

い
日
が
来
た
と
き
、
も
し
か
し
た
ら
星

空
色
と
い
う
概
念
が
は
じ
め
て
世
界
に

浸
透
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
と
同
じ
意
味
で
、
こ
の
星
空
に

は
ま
だ
夜
明
け
は
来
な
い
。

現
代
詩
の
部　

最
優
秀
賞

熊
谷
滋
さ
ん
（
埼
玉
・
大
宮
高
１
年
）

尋
常
の
季
節

夏
休
み
が
来
ま
し
た
ね
、
っ
て
、
魚
に
言
わ
れ
な
い
と
わ
た
し
は
気
づ
け
な
か
っ
た

二
時
間
ち
ょ
っ
と
勉
強
を
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
偉
く
な
っ
た
わ
た
し
は

と
き
ど
き
川
を
お
よ
ぐ　

お
よ
い
だ
あ
と
は
決
ま
っ
て
片
腕
を
パ
ン
く
ず
の
よ
う
に
ち
ぎ
っ
て
は

そ
れ
に
唐
辛
子
を
ま
ぜ
て
魚
た
ち
の
泣
き
顔
を
さ
そ
う
の
で
す
が
（
こ
れ
っ
て
恋
で
し
ょ
う
か
！
）

わ
た
し
っ
て
ま
だ
右
脳
派
で
、
辞
書
に
は
な
に
も
文
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

（
蝉
、
じ
り
じ
り
と
、
言
う
ね　

う
る
さ
い
ね
。
光
っ
て
暑
く
っ
て
体
が
変
形
し
て
ゆ
く
ゆ
く
抜
け
殻
の
よ
う
に

　

な
っ
て
、
う
ん　

そ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
わ
た
し
だ
っ
た
ん
だ
よ
っ
て
か
さ
ば
る
言
い
訳
、
が

　

か
っ
て
に
足
を
生
や
し
て
川
を
下
っ
て
い
っ
た
蝉
が
う
る
さ
い
、
季
節
は
科
学
で
誤
魔
化
す
こ
と
が
可
能
な
世
界
で
す
）

川
を
お
よ
ぐ
と
、
昔
好
き
だ
っ
た
人
に
、
会
う
ね　

（
唐
辛
子
が
も
う
な
い
）
ア
イ
ス　

を
と
り
だ
し
て

お
前
も
、
け
っ
き
ょ
く
は
こ
れ
だ
ろ
う
そ
う
だ
、
ろ
う
ア
イ
ス
を　

と
か
し
た
い　

の
だ
ろ
う　

と
吐
き
捨
て
魚
を
愛
で
る

海
馬
の
う
え
に
ま
た
が
り
、
は
し
っ
て
ゆ
く
ひ
と
か
げ
、

あ
の
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
か
わ
ら
な
い
死
体
が
わ
た
し
の
か
ら
だ
に
は
ぽ
つ
ん
と
う
か
ん
で
い
て

70
％
の
え
き
た
い
を
湛
え
て
い
ま
す
が　

そ
れ
は
命
の
証
明
で
は
な
く　

ま
だ

さ
み
し
そ
う
で　

こ
ち
ら
も
か
な
し
く

　

あ
の
、

わ
た
し
は
愛
せ
ま
す
よ

あ
い
せ
、
愛
せ
ま
、
愛
せ
ま
メ
ン　

ヘ
ラ
メ
ン
ヘ
ラ
で
す
が
ヘ
ラ
っ
て
ま
す
が
人
並
み
に

他
人
を
愛
す
る
能
力
が
あ
、

あ
る
の
で
す
よ
（
お
ま
え
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
）

あ
る
の
で
す
よ
（
お
ま
え
に
は
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
）

と叫
ぶ
と
、
騒
音
だ
と
、
も
う
す
で
に
録
音
は
し
て
あ
る
と
、
警
察
に
突
き
出
し
て
こ
こ

か
ら
追
い
出
し
て
や
る
ぞ
と
隣
人
に
怒
鳴
ら
れ
、
わ
た
し
は
そ
の
意
見
を
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
し
た

と
く
に
平
日
の
昼
間
の
音
が
う
る
さ
い
そ
う
で
、

わ
た
し
は
そ
の
た
め
に
学
校
を
休
み
、
音
の
出
な
い
よ
う
ず
っ
と
こ
の
部
屋
を
監
視
し
て
い
た

隣
の
家
の
人
の
こ
と
を
思
う
と
と
ち
ゅ
う
怖
く
て
怖
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
て
、

そ
の
た
め
に
こ
ん
ど
は
水
漏
れ
が
ひ
ど
い
と
下
の
階
か
ら
苦
情
が
き
て
、
わ
た
し
は
ま
た
監
視
を
強
化
す
る

　
　
　

こ
と
ば

畳
の
上
で
這
い
ま
わ
っ
て
い
て
、
肌
が
赤
く
な
っ
て
い
く
（
恋
で
し
ょ
う
か
！
）
わ
た
し
は

意
外
と
敏
感
肌
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
も
あ
る
の
で
か
み
さ
ま
に
は
向
い
て
い
な
い
体
質
で
す

こ
と
ば
を
吐
き
出
そ
う
と
す
る
と
（
扇
風
機
か
ら
出
る
く
し
ゃ
み
の
よ
う
に
！
）
喉
で
過
剰
な
拒
絶
が
起
き
る
の
で

３
歳
の
時
か
ら
、
殴
る
こ
と
で
し
か
人
を
傷
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

処
女
の
ま
ま
こ
ど
も
う
み
た
い
な
♪

わ
た
し
、
れ
ん
あ
い
が
嫌
だ
か
ら
処
女
の
ま
ま
こ
ど
も
を
産
み
た
い
ん
だ
け
ど
、
む
り
だ
よ
っ
て　

わ
た
し

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
、
タ
イ
マ
ン
勝
負
し
て
、
死
に
か
け

た
す
け
て
く
だ
さ
い
、
ど
な
た
か

（
あ
い
さ
な
い
で
い
い
の
で
な
つ
や
す
み
の
ば
し
て
く
だ
さ
い
）

の
ば
し
て
く
だ
さ
い
、
ど
な
た
か

あ
ー
、
話
が
長
い
女
っ
て
、
嫌
で
す
か
…
…
（
そ
の
う
え
ち
み
ど
ろ
な
ん
で
す
）

残
さ
れ
し
祖
父
の
畑
を
守
り
抜
く
朝
風
の
中
鍬
を
打
つ
祖
母

短
歌
の
部　

最
優
秀
賞

副
島
亜
海
さ
ん
（
福
岡
・
西
日
本
短
期
大
学
付
属
高
２
年
）

鈴
虫
や
畳
の
上
の
回
覧
板

俳
句
の
部　

最
優
秀
賞

濵
口
美
咲
さ
ん
（
山
口
・
熊
毛
南
高
２
年
）

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国高校生創
作コンテスト入賞作品集」を制作、２月下旬に刊行しま
す。短篇小説は佳作までの作品、現代詩、短歌、俳句の
３部門は入選まで全ての作品を収録。同作品集は、国学
院大学広報課窓口で先着順に無料配布いたします。発送
をご希望の方も受け付けますので、希望部数と送付先を
ご連絡ください。
　「 『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入賞作品集」
も２月下旬に刊行を予定しています。同作品集もまた、
当課で無料配布いたします。
　本号掲載の第16回「地域の伝承文化に学ぶ」コンテ
ストのリポートは、作品集に掲載する文章を再編集した
ものです。詳しくは作品集をご覧ください。 
問総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

高校生向けコンテスト
『入賞作品集』 を制作

２コンテストの受賞者一覧は
大学ホームページでご覧いただけます。
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特選に龍野さん（多摩美術大）、
西村さん（兵庫・神戸高塚高）

第４回 古事記アートコンテスト

高校生部門

建御雷神 五大物語建御雷神 五大物語
西村慎太郎さん（兵庫・神戸高塚高３年）

大学生部門

天照大神と建速須佐之男命の宇気比天照大神と建速須佐之男命の宇気比
龍野由衣さん（多摩美術大３年）

　『古事記』に対する理解や日本文化への関心を促すことを目的と
した「第４回古事記アートコンテスト」（国学院大学古事記学セン
ター主催、神道文化会共催）の受賞作品が決定し、受賞者に賞状な
どが贈られた。
　『古事記』の内容に関する絵画やイラストを全国から募るコンテ
スト。今回は、大学生、高校生の２部門をあわせ昨年を上回る461
点（高校生部門427点、大学生部門34点）の応募があった。
　最も優秀な作品に授与される特選には、大学生部門で龍野由衣さ
ん（多摩美術大３年）の「天照大神と建速須佐之男命の宇気比」、
高校生部門で西村慎太郎さん（兵庫・神戸高塚高３年）の「建御雷
神　五大物語」が選ばれた。
　龍野さんは「『古事記』の現代語訳を何冊か読み比べ、宇気比の

場面に対する理解を深めた」、西村さんは「『古事記』を知らない人
が好奇心を持てるよう工夫した」と制作過程を説明。審査員を代表
し、本学の谷口雅博・古事記学センター長（文学部教授）は、龍野
さんの作品を「宇気比神話の複雑な諸要素をうまく構図の中に盛
り込み、動きを感じさせる」、西村さんの作品を「建御雷神にまつ
わる神話の場面がそれぞれ特徴的に、かつ独特にアレンジされてい
る」と講評した。
　表彰式は新型コロナウイルスの感染拡大により中止となった。受
賞作品は本学博物館で２月24日から４月24日まで展示される。
　各部門の入選、佳作、審査員特別賞、団体賞（高校生部門のみ）
は別表（敬称略）の通り（本学学生は所属学科・学年を表記）。

［ 入選］
　 「鎮魂振魂」内藤亜咲（多摩美術大２年）
　 「古事記 伊耶那岐命 伊耶那美命 乃 段」小川修太（神専攻）
［佳作］
　 「返し矢」寺脇早也加（日本大大学院１年）
「伊服岐能山の白猪」河野沙也子（京都市立芸術大大学院２年）
「高行くや」仲田美咲（博前文２）
［審査員特別賞］
　 「脣星落落」村山凪沙（東海大２年）
　「古事記で遊ぼう！」長谷川さくら（日文３）

［ 入選］
　「貴方と私の宝物」中川甘苺（滋賀・栗東高２年）
　 「天岩戸」源本真保（愛媛・宇和島東高２年）
［佳作］
　「伊吹山の神」川西琴弓（千葉・千葉女子高１年）
　 「豊玉毘売命」荒井美咲（熊本・御船高１年）
　 「黄泉の国のイザナミ」外間彩音（沖縄・糸満高２年）
［審査員特別賞］
「いとしいあなた」橋口碧（宮崎・宮崎大宮高１年）
［団体賞］　 大分・中津北高

大学生部門 高校生部門


